
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年７月１４日に開催された「組合会」において、２０１５年度の事業報告ならびに  

収支決算が承認されましたので、その概要をご報告いたします。 

２０１５年度 決算報告 「一般勘定」 

 

次のページで決算の

解説を行います。 

支出 

保険給付費 
皆さまが病気や 

ケガをしたときの 

医療費や給付金など 

 

59億5,273万円 

納付金 
高齢者医療制度を 

支えるために 

国へ納める費用 

 

45億5,546万円 

保健事業費 

健診や保養所利用者 

への補助金など、 

皆さまへの健康づくりを

サポートする費用 

 

1 億 8,380 万円 

その他 

3 億 5,145 万円 

2016.8.17 
 

その他  

2億 2,178万円 

収入 

保険料収入 
皆さまと会社から 

納めていただいた 

保険料など 

 

107億5,099万円 

繰越金・繰入金 
3億7,000万円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存年月日：２０１７年２月２８日 

２０１５年度（２０１５年４月～２０１６年３月）の決算は収入１１３億４,２７７万円、

支出１１０億４,３４４万円で、収支差引額は２億９,９３３万円となりました。しかしこれは、

２００８年度までに積み立てた別途積立金を取り崩し、繰入金として補てんしたものであり、

実質収支は７,０６７万円の赤字となっています。 

財政が厳しいのは西武健保だけでなく、全国の健康保険組合のうち、約７割の組合が赤字と

いう状況です。この厳しい財政状況の背景には、保険料収入の半分近くを占める “納付金（高

齢者医療を支えるために国へ納めるお金）”や“１人あたりの医療費の増加”という要因があ

ります。特に西武健保では“１人あたりの医療費”が、昨年度に比べて約５千円も増加し、 

２４万７,８４４円となりました。医療費を削減するためには、皆さま一人ひとりに健康意識

を高めていただき、疾病予防を行うことが大切です。 

西武健保では、各種健診に対しての補助金の支給や、ご自宅で気軽に受けられる郵便検診な

どを行っております。ぜひ積極的にご活用ください。 

「介護勘定」 

 

●介護保険の運営主体は市区町村です。健康保険組合は介護保険料を徴収し、介護納付金と

して国に納付する役目を負っています。 

●西武健保の２０１５年度の介護保険料率は１５.２／１,０００でした。 

介護保険料は４０歳以上６５歳未満の被保険者が、会社と折半して納めています。 

●６５歳以上の被保険者は、お住まいの市区町村による案内にのっとって納付します。  

  

２０１５年度の決算については、「Smile  Life ２０１６秋号」でも詳しくご紹介いたします。 

 

 

２０１５年７月にセイノースーパーエクスプレス(株)ほか５事業所（約

１,７００名）が脱退いたしました。 

その影響により一般勘定においては、保険料収入と保険給付費が昨年に

比べ減少しました。 

介護勘定では、減少した保険料収入を補うため、介護準備金を取り崩し、

繰入金として投入しました。 

 

２０１５年決算のキーポイント 

 

決算結果 

決算結果 

収入合計額 

12億7,035万円 

 

支出合計額 

12億5,640万円 

繰越金 

3,000万円 

 

－ － ＝ 
繰入金 

6,000万円 
－ 

赤字 

-7,605万円 

収入合計額 

113億4,277万円 

 

支出合計額 

110億4,344万円 

繰越金 

7,000万円 

 

－ － ＝ 
繰入金 

3億円 
－ 

赤字 

-7,067万円 


